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　来年度から新しい看護部長が就任します。本院看
護部は働きやすい職場を目指す一方で、教育や研究
にも取り組んでいます。新旧看護部長に看護部の現
状などについて、話を聞きました。

ける

力力

河野氏　長崎大学病院全体で外部委託も含めて
2000 人弱の職員がいますが、そのうちの約半分が
看護師です。総合病院として看護師に依存している
といっても過言ではありません。看護師は看護部が
あって、トップである看護部長が４人の副看護部長
に支えられて、約 800 人の看護師を采配している
わけです。田添看護部長は昨年定年を迎えたわけで
すが、１年間延長していただいて今年３月まで看護
部長を務めていただきます。来年度からは江藤さん
が次の看護部長に就任します。
　長崎大学病院は 150 年前に日本初の西洋病院と
して小島の地、現在の佐古小学校のあたりに養生所
として開院しましたが、その当時から男性の看護師
がいたという記録があります。本院は伝統的に医師、
看護師でチーム医療を実践してきたわけです。江藤
副看護部長は佐古小学校の OG だそうですが、歴史
の運命的なものを感じています。
　現在、長崎大学病院では７対１看護、つまり患者
さん 7 人に対し看護師 1 人の看護を進めています。
ICU なら２対１と手厚く、脳卒中を診る SCU は３
対１で重篤な患者さんを看護しています。最近では
ヘルパーやメッセンジャーなどを入れて、看護師に
は看護師の本来の業務に専念してもらうようにして
います。働きやすい職場を目指していますが、最近
の本院の離職率はいかがでしょうか。
田添氏　昨年度まで離職率は 5.5 〜６％前後で、九
州地区の中でも極端に低い方でした。その前をみて
も、８％ぐらいでした。年配の方も辞めずに定年を

全うしていました。
　退職する理由を分析してみると、非常に働きやす
い病院になってきているので、労働環境を理由にし
て辞める人はほとんどいませんでした。それよりも
平成 19 年度から急激に増えた若い看護師が結婚適
齢期を迎えており、結婚が退職のきっかけになるケ
ースが増えています。看護師の勤務年数を見てみる
と、３年未満が 38％、５年未満が 56％を占めてい
ます。

河野氏　今、若い看護師が多いんですね。
田添氏　結婚などの事情で、相手の都合で県外に移
ったり、長崎市外で通えなくなったりすると、多く
の方が辞めざるをえない状況のようです。
河野氏　本院はあじさい保育園の開設や産後の育児
休業など、働きながら子育てを支援するシステムを
充実させています。本院は看護師のやる気を出して
もらうため、働きやすい職場づくりを目指していま
すが、取り組みはいかがですか。
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全職員が取り組んだ接遇の向上

江藤氏　看護部としてアメリカの魚市場から生まれ
た「フィッシュ哲学」の考え方を取り入れています。
楽しく仕事をしようとする趣旨で、何かしてもらっ
て嬉しいことがあったときに感謝の気持ちを込めた

「サンキューカード」を書き、職員間で渡すように
しています。今、看護師だけでなく、医師や病院ボ
ランティア、事務職員など他職種に広げています。
田添氏　私はフィッシュの一環として、育児休暇中
の看護師に毎月手紙を送っています。広報紙を入れ
たり、病院の近況などを伝えたりしています。この
前、嬉しいお手紙を頂きました。私たち看護職一人
一人を大事にしてくれた看護部長のご恩に報いるた
めに、育児休暇期間があるけど、（看護部長が）病
院にいらっしゃる間に復帰したいという内容でし
た。心をつなげたと一番嬉しかったです。
河野氏　それは素晴らしいですね。ちょっと病院を
離れると、今は本館や外来棟が完成して目まぐるし
く変わっていますし、人も増えていますからね。皆
さん、育児休暇はどれくらい取っていますか？
田添氏　３年まで取れるのですが、１年から１年半
が平均です。この期間、病院と心をつないで、帰属
意識を持ってほしいと思っています。大学病院には
842 人の看護師がいますが、そのうちの 40 数人が
育休中です。
江藤氏　最近では男性看護師も増え、現在 62 人い
ます。４月からは初めて男性の看護師長が誕生しま
す。
河野氏　男性も女性も関係ない職種になってきてい
るんですね。
田添氏　小児科から男性看護師を配置してほしいと
いう要望を頂いていますし、小児科を希望する男性
看護師も増えています。

河野氏　患者さんから感謝される病院を目指さない
といけないと思っています。私が看護部長に特にお
願いしたのは、患者さんに優しくという点から接遇
面の向上でした。患者さんや皆さんから気持ちのい
いしっかりした病院だと思われるように、看護部長
には接遇担当の副院長もお願いしました。

田添氏　全職員共通の接遇マニュアルを完成させ
て、院内のイントラネットにアップさせることがで
き、接遇をさらに高める基礎づくりができたと思っ
ています。

河野氏　定期的に外部から指導に来ていただいて、
ほとんどの職員のマナーを見ていただき、具体的に
適切にアドバイスしてもらいましたね。
江藤氏　外注の職員も一緒に接遇の研修に参加した
ことが、病院の職員の一人だという自覚を促したと
思います。
河野氏　これはぜひ引き継いでいってほしいと思い
ます。

河野氏　看護師の研究の倫理委員会も立ち上げる準
備をしています。やはり大学病院では若手を教育し、
今までにない医療を模索するのが他の病院にない特
徴だと思います。まずは研究について、看護部とし
てどのようにしていきたいと思いますか。
田添氏　看護部だけでこつこつとやっていた看護部
研究倫理委員会でしたが、質を高めるためには病院
に認められたものでないといけないということで、
病院倫理委員会の下部組織にしていただきました。
年間 70 件ほどの研究が倫理委員会に上がってきま

新しい知見求めて研究も
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専門性の高さがチームをつなぐ

すが、やはり教育研究機関として、質の高い新しい
知見を得るための研究をどんどん進めていかないと
いけないと思っています。
河野氏　医師の場合、優秀な研究なら外部に資金を
応募する道がありますが、看護師の場合はどうです
か？
田添氏　外部への応募は何回か挑戦したのですが、
難しい状況でした。現在、ほかの研究機関などと共
同で実施しているものがあります。
江藤氏　平成 21 年度から３年間、厚労省の科学研
究費で「献血推進のための効果的な広報戦略の開発
に関する研究」という輸血の需要に関する調査をし
ました。本院に入院し輸血を受けた患者さんに対し
て、輸血と献血に関したアンケートを３年間実施し、
約 400 人に協力いただきました。その貴重なご意
見を厚労省や日本赤十字社に提言しました。厚労省
が発行している学生さん向けのパンフレットや日赤
のパンフレットに、その患者さんたちの声を掲載し
ています。
河野氏　科研費を看護部が取れるようになれば、質
の高い研究につながっていくと思います。昨年から
各職場にインセンティブを出していますが、研究の補
助の形に変えてもいいかと考えています。研究の費用
のほとんどが自前だと思いますので、そこを大学病院
としてバックアップできればと思っています。

定看護師があります。現在、本院には専門看護師や
認定看護師は何人いますか？
田添氏　今、専門看護師は２人ですが、成人看護の
分野で新たに１人加わりました。認定看護師は 23
人で、病院に多大な貢献をしてくれています。
河野氏　大学病院だからこそ、専門性を高めてほし
いと思っています。昨年の東日本大震災でも被ばく
医療専門の看護師が活躍しました。今でも福島第一
原発の建屋や福島県立医大に派遣しています。看護
師たちの原発の医療支援とチーム医療への貢献につ
いて、お話をお聞かせください。
田添氏　原発の事故があった際、ちょうど保健学科
の放射線看護の修士課程に看護師２人が通っていま
した。自分の目で確かめて、看護職のできることを
見極めて次につなげていきたいと強い意志を持って
現地に足を運んで、すぐから福島の緊急被ばく医療
支援に貢献してくれました。専門性の高い知見を持
っていますから、福島県立医大の医療職や医師から
信頼も厚かったと思います。この看護師２人が今春、
博士課程に進学するのですが、この経験を生かして
もう一段ステップアップしてくれるでしょう。今後、
長崎県の被ばく医療で活躍してくれると期待してい
ます。専門性の高い看護師は医師から信頼される立
場にありますので、チームをつなぐ役割を果たすと
思います。
河野氏　新人、ベテランと生涯にわたって教育が必
要だと思います。医師と協働して新人教育に取り組
んでいるようですが、地域の看護師教育に本院がど
う関わることができると思いますか。
田添氏　県の委託事業で、質の高いがん看護師の育
成事業が６年目を迎えます。これまでに教育を受け
た看護職 63 人を県内各地に輩出し、県内のがん看
護の底上げに活躍しています。各病院の看護部長か
ら研修に出してよかったと高い評価を頂きました。
本当は５年で終わる予定だったのですが、県から６
年目も続けてほしいという要請がありました。
　もう一つは看護部の専門コース 12 コースを院内
だけでなく、地域まで門戸を広げて開設しています。
１年間、月１回、夕方に本院で講座を開き、最後に
は修了証を渡すようにしています。誰でも資料代だ

河野氏　看護師の教育では「ラダー」を取り入れて
いますが、どんなシステムですか？
江藤氏　ラダーは「はしご」という意味で、臨床の
実践能力の評価です。段階的に新人、中堅、ベテラ
ン、管理者というキャリアパスを上がっていくこと
で、今自分がどの位置にいて、どこを目指していけ
ばいいのか、自覚できるシステムです。何となく一
日や一年を漫然と過ごすのではなく、一つ一つ意識
して過ごすと、専門職としての成長はずいぶん違っ
てきます。九州地区共通のシステムで「ラダー２」
といえば、例えば熊本大学でも「ラダー２」で申請
できます。
河野氏　看護師も医師と同じように専門看護師や認
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けで受講することができます。コースによっては地
域の方の受講が多いものもあります。
河野氏　遠くはどのあたりから来ていますか？
田添氏　長崎市内が中心で、諫早市からも受講して
います。長崎県看護協会の HP などで募集していま
す。非常に評判がいいです。また、本院はスペシャ
リストが多くいますので、看護協会が主催する研修
会やほかのいろんな研修会に参加しなくても、本院
自前で教育ができるメリットがあります。

河野氏　田添看護部長は今年３月で大学病院を去ら
れるというわけですが、何年勤めましたか？
田添氏　41 年になります。
河野氏　本当にご苦労さまでした。ではその４１年
を振り返っていかがですか。
田添氏　私は子ども２人を育てましたし、両親４人
を看取りました。子育ては両親の援助があったから
こそ、やってこれたのですが、今の看護師をみると、
本当に育児支援が整っていて幸せだと思います。
河野氏　昔に比べたらずいぶん働きやすくなったと
いうことですね。
田添氏　私たちが昔のことを語ることも大事なのか
なと思っています。１年半代理職をさせていただい

て、看護部長として半年で終わるところを未消化で
したので、１年間延長させてもらって仕事を整理で
きたのはありがたかったと思っています。
　私たちが頑張れば病院はいろんなことができると
言い続けてきました。今回インセンティブを頂いた
ということは画期的なことで、成果を出せる病院は、
職員のためにいろんなことができるということを示
すことができたと思っています。
　看護部長になって特に感じたことは、本院は人材
の宝庫だということ。スペシャリスト、ゼネラリス
トなどダイヤモンドの原石がゴロゴロ転がっている
と感じています。磨いて光らせることができるかは、
上司の責任だと痛感しました。これをうまくやって
いくには各部署を統轄する看護師長のマネージメン
ト力をアップさせることが必要です。看護師長たち
の教育を次につないでいきたいと計画しています。
　たった一つ心残りなのは PNS（パートナーシッ
プナーシングシステム）を始めたばかりで、その成
果を見られないことです。今後、患者として、患者
の家族として見せていただきたいと思います。
河野氏　江藤さんは安全管理部を経験されたことが
あり、それが今、生かされていると思っています。
新看護部長として抱負をお願いします。
江藤氏　田添看護部長の後ということで重い責任を
感じていますが、自分なりに真剣に向き合っていき
たいと思っています。安全管理部での２年間が医療
安全に関して横断的に病院を見つめることができま
した。医療事故が発生したとき、患者さんや家族に
早急に対応するのは当然ですが、一方で医療事故当
事者側の心理的支援が大事になります。そこをフォ
ローしていきたいと思っています。もう一つはこれ
から看護師の採用は難しくなると思いますから、今
働いている人たちが辞めないように育児や介護との
両立支援が必要になってきます。優秀な看護師がや
りがいを持って働ける環境をつくり、定年まで働き
続ける環境をつくることが大事だと思っています。
河野氏　病院長としては医療安全というのが最も大
きな課題です。新しい看護部長として、看護師がや
りがいを持って働ける職場を目指してほしいと思っ
ています。

人材の宝庫を生かす


